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煙は人よりも速い！？

横方向 人の歩く速さ…

縦
方
向

人
の
走
る
速
さ
！

窓と扉は閉めロ、ただしカーテンは開けるのダ・・・

火が燃えるには、酸素が必要。窓や扉が開いていては火の勢いは
強まるばかりだ。逃げる際に余裕があったら、窓や扉は閉めたい。
さて、カーテンは閉めるべきなのか…？

結論から言うとカーテンは、開ける方が良い。放水して消化する
際に、カーテンのせいで中まで水が届かないことがあるのだ。

ただし、一番は自分の命ダ！逃げることを優先しよう。

こんな大規模の火災が起こるかもしれない。

日頃の意識と、避難訓練に真剣に取り組む姿勢
が大事ダ！

火災の死因の第1位は一酸化炭素による窒息ダ！煙を吸

いこまないように、口をハンカチで押さえよう。姿勢を低く
しながら避難することも大切だゾ。モタモタしていると、横方

向は歩く速さ、縦方向は人の走る速さで煙は
ドンドン迫ってくる。放送の指示をよく聞き、迅速な避難が必
要ダ。

「お・は・し・も」は
基本中の基本ダ

避難経路は分かっているカ?
出火場所を避けて安全なルートを！
緊急時、毎回クラスメイトと列をつくって避難することができるだろうか？例えば、昼休みは

どうだろう。人によって活動している場所が違い、避難経路も異なるゾ。あわわわ…

人はこんなときにあせってしまいがちだ。大事なのは、放送を聞くことダ。出火場所が
分からなければ、逃げることはできない。慌てず、情報を集め、安全な経路を自分で選ぶ
のだ。

防火扉が閉じている場合、扉を開けて通ることができる。防火シャッターの場合
は、必ず近くに扉があるはずだ。そこを通って避難しよう。

訓練と違うゾ・・・💦

良く燃えるゾ

イラスト：徳島中央広域連合HPより
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～次回予告～

次回の防災学習は

7月8日ダ！！

地域の消防団や

頸南消防署の方々をお

呼びして、「防災教室」
を開催する。

色々な体験を通して防災
についてさらに考えよう。

地域を守るために、どんな活動をしているのか
知ることのできる良い機会ダ。
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事前指導で習ったことは実践できたかな？

各学年の感想
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「共に助ける」 消防団！！

地震で起きることは・・・

地震の被害を少なくするキーワードとして「自助」「共助」「公助」という言葉があるゾ。

「自助」・・・自分で自分自身や家族の安全をまもること
「共助」・・・隣近所や地域でお互いに助け合うこと
「公助」・・・自衛隊や消防、警察などの公的機関による救助のこと。
「公助」にばかりに頼らず、日頃からできることとして、家具の転倒防止対策や防
災用品を備えておくなどの「自助」の取り組みが大切ダ。他にも地域の防災
訓練に参加するなどして、いざというときに協力して対策にあたれる態勢を作って
おく、「共助」の取り組みが重要ダ。「共助」が、消防団の方々の活動と言えるナ。

上の表は何だろう。実は、年間の地震の回数をまとめたものダ。 2022年の半分が終わった今の段階で1129回！

の地震が発生している。つまり一日一回以上は日本のどこかで、地震が起きていると言える。地震に対する
日々の準備はとても大切なんダ！

地震が起きると、どのような被害が起きるだろうか。主に、①建物の崩壊
②火災の発生③土砂崩れ④津波⑤液状化現象などが考えられるゾ。①
②は今回の避難訓練で想定したものだが、妙高市では、③土砂崩れにつ
いてもよく考えておく必要がある。実際は、訓練では想定していないことがよく

起こるのだ。不安な人は、「土砂災害ハザードマップ」を確認しておこ
う。自分の住む地域が危険地域に入っている場合もあるゾ。

色々な災害を想定
しないといけないゾ

今まさに起き
ているカモ💦

今日も日本のどこかで地震が発生中！？

「自助」「共助」を
積極的にやろう！
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防災教室の体験をよく覚えておこう！

避難訓練の感想

防災教室の感想


